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小学校・中学校 理科

群馬県教育委員会事務局

義務教育課 教科指導係
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１ 令和５年度学校教育の指針
～理科で学びを深める授業改善のポイント～

２ なぜ授業改善のポイントが、
単元構想とより妥当な考えをつくり出す活動なのか

３ 授業改善のポイントを具現化するために
～本日の２つの授業を基に～

本日の内容

本日のまとめ
〇授業（単元）の結論で児童生徒に書かせたいことを具体化する
〇理科の見方・考え方を働かせた考えについてフィードバックする
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１ 令和５年度 学校教育の指針（理科）について

各教科等で学びを深める授業改善のポイント

日常生活や社会との関連を重視した
単元構想をするとともに、問題解決
（探究）の過程では、問題（課題）
に対して、多面的な視点からより妥
当な考えをつくり出す活動を設定し
ましょう。
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２ なぜこのポイントなのか
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考察が書けない、考察することに
苦手意識をもっている児童生徒が
多い

理科を学ぶことの意義や有用性の
実感が乏しい

問題解決（探究）を充実させると
学習内容が終わらない



自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって
観察、実験を行うことなどを通して、自然の事物・現象を科学的に探究するた
めに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な
観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

(2) 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

(3) 自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

中学校を例に･･･ 理科 目標

理科の学習対象

理科の学習過程
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問題解決（探究）するために必要な資質・能力
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学年 主に重点を置いて育成を目指す問題解決の力

第３学年 共通点や差異点を基に、問題を見いだす力

第４学年 既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する力

第５学年 予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力

第６学年 より妥当な考えをつくり出す力

学年 主に重視する探究の学習過程

第１学年 自然の事物・現象に進んで関わり、その中から問題を見いだす

第２学年 解決する方法を立案し、その結果を分析して解釈する

第３学年 探究の過程を振り返る

＜小学校＞

＜中学校＞



本日の授業では･･･
沼田小学校 沼田南中学校

流れる水の働きが大きくなる条件について、調べた結
果を基に多面的に考え、検討することを通して、水の量
が増えたり、流れが速くなったりすると流れる水の働き
も大きくなることを見いだす

エネルギーの変換効率について、実験結果を基に多面
的に考え、検討することを通して、エネルギーを変換す
るとき、目的としていないエネルギーに変換されてしま
うものがあることを見いだす
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３ 授業改善のポイントを具現化するために

理科の問題解決（探究）の過程について

理科の見方・考え方について

本日のまとめ
〇授業（単元）の結論で児童生徒に書かせたいことを具体化する
〇理科の見方・考え方を働かせた考えについてフィードバックする
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３ 授業改善のポイントを具現化するために

理科の問題解決（探究）の過程について

理科の見方・考え方について

本日のまとめ
〇授業（単元）の結論で児童生徒に書かせたいことを具体化する
〇理科の見方・考え方を働かせた考えについてフィードバックする
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理科の問題解決（探究）の過程

10



課
題
設
定

予
想
・
仮
説

計
画
立
案

観
察
・
実
験

結

果

考

察

結

論

課題に対する
予想・仮説

予想・仮説を
確かめる計画

課題に対する
結果の適切な整理

結果を根拠とした
考察

予想・仮説と結果を比較し、
課題の答えを考察する

各過程同士のつながり

理科の問題解決（探究）の過程
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理科の問題解決（探究）の過程

問題解決 構想シート

① 結論で書かせたいことを
児童生徒の言葉で考える

② 問題（課題）を問いの形で
設定する

正対 させる
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・本単元に関わる日常生活や社会の中で
見られる自然事象を紹介し、自然に対
する素朴な概念を引き出す。

理科の問題解決（探究）の過程
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・見通しをもって観察、実験が行えるよう、
自ら考えた予想や仮説を基に解決の方法を
考える。

理科の問題解決（探究）の過程
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・自然事象を複数の側面から考える。
自分以外の予想や仮説の検討
複数の観察、実験の結果
→実証性・再現性・客観性

理科の問題解決（探究）の過程
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・理科で学習する規則性や原理等が
日常生活や社会で活用されていることに
目を向ける。

理科の問題解決（探究）の過程
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本単元での指導計画では･･･
沼田小学校
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＜結論＞沼田市を流れる利根川が今のような様子になったのは、大雨や台風などにより、
侵食や運搬の働きが大きくなることが繰り返し起こったからである。



本単元での指導計画では･･･
沼田南中学校
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＜結論＞例えばテレビでは、電気エネルギーを光や音エネルギーに変換して利用している。
その際、熱エネルギーに変換されてしまうものを少なくできれば変換効率がよくなり、
エネルギーの有効活用につながるという密接な関係がある。



３ 授業改善のポイントを具現化するために

理科の問題解決（探究）の過程について

理科の見方・考え方について

本日のまとめ
〇授業（単元）の結論で児童生徒に書かせたいことを具体化する
〇理科の見方・考え方を働かせた考えについてフィードバックする
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自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観

察、実験を行うことなどを通して、自然の事物・現象を科学的に探究するため
に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な
観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

(2) 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

(3) 自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

中学校を例に･･･ 理科 目標
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理科の見方・考え方 とは？

領域 主な見方 主な考え方

エネルギー 量的・関係的
原因と結果
部分と全体
定性と定量

等

比較する
関係付ける
条件制御

多面的に考える

等

粒子 質的・実体的

生命 共通性・多様性

地球 時間的・空間的

自然の事物・現象を、質的・量的な関係や時間的・空間的な関係
などの科学的な視点で捉え、比較したり、関係付けたりするなどの
科学的に探究する方法を用いて考えること。
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理科の見方・考え方 とは？

「深い学び」については、例えば「理科の見方・考え
方」を働かせながら問題解決の過程を通して学ぶことに
より、理科で育成を目指す資質・能力を獲得するように
なっているか、様々な知識がつながって、より科学的な
概念を形成することに向かっているか、さらに、新たに
獲得した資質・能力に基づいた「理科の見方・考え方」
を、次の学習や日常生活などにおける問題発見・解決の
場面で働かせているかなどの視点から、授業改善を図る
ことが考えられる。

深い学びの鍵
教科を学ぶ
本質的な意義

小学校学習指導要領解説 理科編
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多面的な視点からより妥当な考えをつくり出す とは？

予想
自分の班の
結果から
予想は

正しかった

予想 他の班は
どうだろう

他の班の結果
から考えても
予想は
正しかった
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視点① 科学的かどうか【実証性・再現性・客観性】

例えば…
○考察したことは、結果を根拠としているか

○他の班の結果について、同じ条件なら、
どの班でも同じ結果が得られたのか

○感覚的でなく、誰が見ても分かる結果と
なっているか

実証性

再現性

客観性
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視点② 理科の見方

＜時間的＞
できるのにどのくらい時
間がかかったのだろう

＜部分と全体＞
色が違う部分があるけど、
全体ではしま模様になっ
ているのはなぜだろう

＜共通性＞
なぜ同じ色が同じ高さに
あるのだろう
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視点② 理科の見方

＜時間的＞
これができるのに、……
くらい時間がかかった

＜部分と全体＞
同じ色の部分は……で、
それが積み重なってでき
ている

＜共通性＞
同じ色が同じ高さにある
のは、……だからだ
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視点② 理科の見方

＜時間的＞
これができるのに、……
くらい時間がかかった

＜部分と全体＞
同じ色の部分は……で、
それが積み重なってでき
ている

＜共通性＞
同じ色が同じ高さにある
のは、……だからだ

＜結論＞
このような地層ができるのは、長い年月
をかけて砂や泥が堆積することを繰り返
したから

色によって、共通する性質
があるということだね。

色によって物質の種類が違
うようだけど、どうやって
積み重なっていったのかな。

長い時間をかけて、砂や泥
が堆積したんだね。
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本時の授業では…
沼田小学校

＜関係的＞
流れる水の量を増やした
ら、土を削る量も多く
なった

＜空間的＞
土を削る量も多くなった
けど、下流に堆積する土
の量も多くなった

＜共通性＞
流れる水の量を調べた班
と、水の速さを調べた班
で結果が同じだった

＜結論＞
流れる水の働きが大きくなるのは、

水の量が増えたときや、水の速さが速くなったときである
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本時の授業では…
沼田南中学校

＜量的＞
最初の位置エネルギーは
○○Jだったのに、電気エ
ネルギーは□□Jだった

＜再現性＞
どの班の結果も40％程度
しかないから、正しい結
果と言えそうだ

＜原因と結果＞
変換できるエネルギーが
少なかったのは、音エネ
ルギー等に変換されてし
まったからだ

＜結論＞
エネルギーを別のエネルギーに変換するとき、
変換できるエネルギーは40％程度しかない。



３ 授業改善のポイントを具現化するために

本日のまとめ
〇授業（単元）の結論で児童生徒に書かせたいことを具体化する
〇理科の見方・考え方を働かせた考えについてフィードバックする
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